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Hear the Wind Sing as an Initial Novel  






This paper examines the elements of Haruki Murakami’s “initial novel” Hear the Wind Sing that 
were developed in a series of subsequent novels. Written in the first person, the novel features a 
protagonist who has a tendency to dissociate. The analysis of his growth story reveals his 
challenge to deal with his lover’s suicide, which occurred four months before the beginning of the 
novel, with the help of his friend “Rat” and a girl with four fingers. With such help, he becomes 
able to talk about her death gradually, although his mourning remains suspended to be carried 
over later. In addition, there is a universal theme that cuts through the simple confrontation of 
the darkness of human existence. The story is scattered with traces of violence, including the 
Sino-Japanese War and Auschwitz, suggesting human foolishness and weakness. The protagonist 
must get away from Derek Hartfield, a writer he takes as his role model, who committed suicide 
by jumping after long barren fight, and finally initiates his own way of living. These themes 














































談社文庫, 2004, p. 8） 
















































語られるのは、1970 年 8 月の話であり、「僕」は 21 歳である。21 歳の「僕」が、現在のエピ
ソードを語りながら、合間に断片的な過去の回想を挟み込むという形で話が構成されている。
しかし、実際にこれを書いているのは、20 代最後の年を迎えた「僕」である。後日談を書いて
いる「僕」は 29 歳、現在は 1978 年の 9 月から 12 月あたりだと想定される。 
あとがきには、何年か後、「僕」はアメリカに渡り、ハートフィールドの墓を訪ね、「この小
説はそういった場所から始まった」（p. 159）とあり、「1979 年 5 月村上春樹」と署名されてい









12 月 24 日に生まれた。両親と兄がいることがわかっているが、家族についての情報はほとん








けて縮んでいた」（p. 10）。もう 1 人の叔父は、上海の郊外で終戦の 2 日後、自分の埋めた地雷
を踏んで死んだ。ただ 1 人生き残った叔父は、手品師になって全国の温泉地を巡っている。そ
して、「暗い心を持つものは暗い夢しか見ない。もっと暗い心は夢さえも見ない」（p. 11）と言






























別れた。おそらくは、1967 年 4 月、東京の大学へ行くために故郷を離れ、それ以上に互いを求
めるほどの深い情緒的結びつきを作れなかったことになる。そして、鼠と知り合う。それは、
「僕たちが大学に入った年」（p. 18）の春というから、曖昧さを伴いつつも、東京へ出る前のこ
















う奇妙な性癖にとりつかれた。1969 年 8 月 15 日から翌年 4 月 3 日までの記録が残されている
から、彼女の死を知らされたのは 1970 年の 4 月 4 日だろう。「彼女の死体は新学期が始まるま
で誰にも気づかれず、まるまる二週間風に吹かれてぶら下がっていた。」（p. 77）というから、
3 月 21 日に首を吊ったことになる。「僕」は 21 歳、春の帰省中だったと考えられる。 



























































































































































































彼女との最初の出会いの部分で、「年齢は 20 歳よりいくつか若く」（p. 33）とあるから、大き
































20 章で 4 本指の女の子との最初のデートについて語った次の章で、わずか 7 行、再度、彼女の
ことが言及される。彼女が死んだ半月後（ひょっとすると、彼女の死を知った時だったかもし







そして、1969 年の 8 月 15 日から翌年の 4 月 3 日までの間に、358 回の講義に出席し、54 回









て取れる。24 章と 25 章で鼠のエピソードが挟まれた後、26 章では、「僕が寝た三番目の女の
子について話す」(p. 100)と、いよいよ核心に入る決意が示される。それでも、語ることができ



























































































































の時、「8 年と 2 ヵ月、彼は不毛な戦いを続けそして死んだ」(p. 9)。29 歳になった「僕」は、
                                                     
6 病気を抱えた妹のために大学をやめ看病している姉にも、どこか家族の影を感じる。 
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